
◆基調講演 「我が国のサイバーセキュリティ政策」
総務省サイバーセキュリティ統括官室 サイバーセキュリティ統括官 山内 智生

◆講演① 「サイバー空間の脅威の情勢とその対策について」
警察庁 サイバー警察局 サイバー企画課 官民連携推進室・室長 中嶋 昌幸 氏

◆パネルディスカッション 「サイバーセキュリティと四国：教育と地域活動への橋渡し
＜コーディネータ＞
国立研究開発法人情報通信研究機構
サイバーセキュリティネクサス・主任研究員 佐藤 公信 氏

<パネリスト＞

◆講演② 「楽天グループのサイバーセキュリティの取り組み」
楽天グループ株式会社 副社長執行役員
CISO & Technology Community, Chief of Staff           平井 康文 氏
楽天グループ株式会社 上級執行役員
サイバーセキュリティディフェンス部 ジェネラルマネージャー 福本 佳成 氏

「サテライトSEC道後2023」を開催 ≪愛媛・道後から四国4県の9大学・高専へオンライン配信≫

（お問い合わせ先）四国総合通信局 サイバーセキュリティ室 089-936-5044

 総務省四国総合通信局は令和5年6月29日（木）及び30日（金）、愛媛県松山市で開催の「サイバーセキュリティシンポジウム
道後（SEC道後）2023」のプログラムについて、共催する四国管内の大学・高等専門学校に設置した9箇所のサテライト会場※に
オンラインライブ配信するイベントを実施。

 四国管内の大学等から学生・教職員延べ約260名の参加があり、サイバーセキュリティ分野の第一線で活躍する専門家による講演や
パネルディスカッション等の聴講を通じ、最新の情報や地域におけるサイバーセキュリティ対策の重要性などについて学んでいただきました。

「国のサイバーセキュリティ政策やサイバー攻撃の現状とその対策について理解が深まった」 「インシデント発生
前後の対策について意識が高まった」、「自身が利用しているメーカーのDX戦略とサイバーセキュリティの取組
が興味深かった」、「四国の大学等でのセキュリティの取組がよくわかった」、「年齢の近い学生による受賞研究
の発表は面白く、刺激になった」、「自分も何か活動ができることがあればやりたいと思った」

◆講演③ 「NICTERで捉えたサイバー攻撃の現状と対策
〜常態化する攻撃者による探索と感染する機器の実態〜 」

国立研究開発法人情報通信研究機構（NICT）
サイバーセキュリティ研究所 サイバーセキュリティネクサス 上席研究技術員 久保 正樹 氏

◆学生研究賞 受賞研究発表会
◆講演④ 「カシオのDX戦略とサイバーセキュリティ」
カシオ計算機株式会社デジタル統轄部統合プラットフォーム部長 虻川 勝彦 氏
一般社団法人日本スマートフォンセキュリティ協会（JSSEC）理事・事務局長
株式会社ラック代表取締役社長 兼 執行役員社長 西本 逸郎 氏

◆講演⑤ 「SNSでのトラブルから身を守るために」
株式会社ディー・エヌ・エー 技術統括部 セキュリティ部 サイバーアナリスト 松本 隆 氏

主なプログラム

会場の様子

参加者の声（アンケートより）

※鳴門教育大学、四国大学、香川大学、香川高等専門学校（詫間キャンパス)、愛媛大学、新居浜工業高等専門学校、弓削商船高等専門学校、
高知工科大学（香美キャンパス）、高知工業高等専門学校に会場を設置

弓削商船高等専門学校

四国大学 経営情報学部 メディア情報学科 島内 悠衣 氏
香川大学創造工学部 3年 SETOKUサブリーダー 三井 颯剛 氏
河原電子ビジネス専門学校 ITイノベーション科 宮川 秀 氏
高知工科大学 情報学群 CyKUT リーダー 合田 和樹 氏
独立行政法人情報処理推進機構 セキュリティセンター 企画部副部長 加賀谷 伸一郎 氏

四国大学 香川高等専門学校

鳴門教育大学 香川大学
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